
五
月
女
局
長
と 

勝
間
主
任
（
右
） 

                   

 

 

          

     
会
場
に
は
会
員
や
市
民
の
皆
さ
ん
、
加
須
市

Ｓ
Ｃ
の
役
職
員
、
蓮
田
市
Ｓ
Ｃ
女
性
会
の
皆
さ

ん
合
わ
せ
て
220
名
が
来
場
。
関
心
深
い
テ
ー

マ
の
講
演
を
最
後
ま
で
熱
心
に
聞
き
入
り
ま

し
た
。 

          

 

 
 

   
 

 

講
演
に
先
立
つ
「
開
会
セ
レ
モ
ニ
ー
」
で
は
、

河
田
羽
生
市
長
（
当
セ
ン
タ
ー
顧
問
）
＝
写
真

㊤
よ
り
ご
挨
拶
を
頂
戴
し
、
次
い
で
当
セ
ン
タ

ー
渡
邉
理
事
長
が
ご
挨
拶
し
ま
し
た
。 

次
に
、
舞
台
に
登
場
し
た
の
は
当
セ
ン
タ
ー

「
ひ
ま
わ
り
倶
楽
部
」
18
名
と
蓮
田
市
Ｓ
Ｃ

「
女
性
会
」
５
名
の
皆
さ
ん
。
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
や
ク
ラ
ブ
会
員
の
紹
介
な
ど
を
行

い
、
盛
大
な
拍
手
を
浴
び
ま
し
た
。 

▼
３
・
４
面
＝
ひ
ま
わ
り
倶
楽
部
関
連
記
事 

   

五
月
女

局
長
と 

             

大
西
先
生
は
講
演
で
、
脳
の
断
層
写
真
を
ス 

ク
リ
ー
ン
に
映
し
出
し
、
認
知
症
患
者
と
健
常 

 

者
と
の
違
い
や
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症

の
特
徴
な
ど
を
豊
富
な
臨
床
事
例
と
共
に
解

説
。
ま
た
、
認
知
症
を
防
ぐ
６
つ
の
チ
ェ
ッ
ク

項
目
を
掲
げ
、
糖
尿
や
高
血
圧
、
肥
満
、
運
動

不
足
、
喫
煙
、
心
理
的
苦
悩
な
ど
は
認
知
症
の

危
険
因
子
で
あ
る
と
注
意
を
促
し
ま
し
た
。 

終
盤
の
質
問
に
も
解
り
や
す
く
答
え
ら
れ
、

２
時
間
に
及
ぶ
講
演
を
締
め
括
り
ま
し
た
。 

な
お
、
こ
の
講
演
会
の
司
会
・
進
行
は
事
務

局
勝
間
主
任
が
務

め
、
閉
会
の
辞
を
町

田
副
理
事
長
、
五
月

女
局
長
が
講
師
と

来
場
者
の
皆
さ
ん

へ
謝
辞
を
述
べ
、
午

後
４
時
、
講
演
会
は 

盛
況
裡
に
閉
幕
し

ま
し
た
。 

 

 

定
時
総
会
に
ご
出
席
く
だ
さ
い
！ 

当
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
「
平
成
31
年

度
定
時
総
会
」
の
日
程
等
が
決
定
し
ま
し
た
。 

会
員
の
皆
様
に
は
万
障
繰
り
合
わ
せ
の
上
、

ご
出
席
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

 
 
 
 

 
 

 

記 

◇
日 

時 

令
和
元
年
６
月
27
日
（
木
） 

 
 

 
 

午
後
１
時
30
分
よ
り 

◇
場 

所 

ワ
ー
ク
ヒ
ル
ズ
羽
生 

大
会
議
室 

◇
議 

事 

平
成
30
年
度
事
業
報
告 

 
 

 
 

 

平
成
30
年
度
収
支
決
算 

監
査
報
告
、
他 

◇
報 

告 
 

平
成
31
年
度
事
業
計
画 

 
 

 
 
 

平
成
31
年
度
収
支
予
算
、
他 

セ
ン
タ
ー
の
基
本
理
念 

自
主 

自
立 

共
働 

共
助 

 

公益社団法人 羽生市シルバー人材センター 

〒348-0053 埼玉県羽生市南 5丁目 19-5 
電話 048(563)3680  FAX. 048(563)3616 
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いきいき はにゅう 

 

 

 
 

（１）             いきいきはにゅう シルバーだより   第 46号       平成 31年 4 月 20日           

認知症予防講演会を開催   
 

 

セ
ン
タ
ー
は
例
年
３
月
、
会
員
に
向

け
、「
健
康
講
座
」
を
開
催
、
病
気
の
予

防
や
そ
の
注
意
点
な
ど
を
専
門
医
に

講
演
い
た
だ
い
お
り
ま
す
。 

本
年
は
、
数
年
後
に
65
歳
以
上
の

高
齢
者
の
約
５
人
に
１
人
が
罹
病
し
、

そ
の
患
者
数
が
全
国
で
700
万
人
前
後

に
達
す
る
と
見
ら
れ
る
「
認
知
症
」
に

つ
い
て
、
埼
玉
医
科
大
学
精
神
腫
瘍
科

教
授
・
大
西
秀
樹
先
生
よ
り
「
認
知
症

に
な
ら
な
い
た
め
の
日
常
生
活
」
と
題

す
る
公
開
講
演
会
（
羽
生
市
後
援
）
を

３
月
20
日
12
時
半
か
ら
、
羽
生
市
産

業
文
化
ホ
ー
ル
・
小
ホ
ー
ル
に
て
開
催

い
た
し
ま
し
た
。 

 

本号の主な内容 
 
２面 第５回理事会報告 

   地区班長制度を廃止 

   事務局からお知らせ 

   新入会員紹介、職員人事 他 

３面 接遇力アップ研修会 再び 

   植木班リーダー会議 

   「非正規就業」で重傷事故 

４面 ひまわり倶楽部の活動紹介 

   シルバー祭り「作品展」より 

来場者 220名は講演を熱心に最後まで聴講しま 

した   ＝飯田理事撮影（本紙１面の写真全て） 

様々な臨床事例をスクリーンで紹介、

講師の埼玉医科大･大西教授（円内） 



理
事
会
報
告 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第
５
回 

理
事
会 

 

平
成
31
年
３
月
14
日 

 
 
 
 

 
 
 

 

女
性
セ
ン
タ
ー
研
修
室 

■
議 

事 

▽
議
案
第
17
号 

会
員
の
入
会
の
承
認
に
つ
い
て 

（
平
成

30
年
12
月
1
日
～
31
年
２
月
28
日
） 

▽
議
案
第
18
号 

 

代
表
理
事
及
び
業
務
執
行
理
事
の
職
務
執

行
状
況
報
告
に
つ
い
て 

▽
議
案
第
19
号 

 

職
員
の
給
与
に
関
す
る
規
程
の
一
部
改
正

に
つ
い
て 

▽
議
案
第
20
号 

 

地
区
班
規
約
の
廃
止
に
つ
い
て 

▽
議
案
第
21
号 

 

平
成
31
年
度
事
業
計
画
に
つ
い
て 

▽
議
案
第
22
号 

平
成
31
年
度
収
支
予
算
に
つ
い
て 

▽
議
案
第
23
号 

平
成
31
年
度
定
時
総
会
の
日
時
及
び
場
所

等
に
つ
い
て 

■
報
告
事
項 

①
平
成
30
年
度
収
支
補
正
予
算
に
つ
い
て 

 

■
そ
の
他 

今
後
の
日
程
に
つ
い
て 

 議
案
解
説 

地
区
班
規
約
の
廃
止 

本
年
４
月
よ
り
実
施 

「
地
区
班
規
約
」
は
平
成
24
年
、
地
区
内
会

員
の
連
携
・
親
睦
を
目
的
に
制
定
・
施
行
さ
れ

た
。
21
班
に
編
成
さ
れ
、
地
区
班
長
の
任
期
は

２
年
。
班
長
の
主
な
任
務
は
所
属
会
員
に
セ
ン

タ
ー
・
事
務
局
が
発
行
す
る
文
書
類
を
配 

 

布
す
る
こ
と
で
、
か
つ
て
は
年
会
費
の
徴
収
な

ど
も
行
っ
て
い
た
。
近
年
は
、
班
長
を
引
き
受

け
る
会
員
が
少
な
く
、
長
期
在
任
を
余
儀
な
く

さ
れ
た
班
長
も
存
在
し
た
。 

理
事
会
は
今
般
、
当
該
廃
止
案
を
承
認
し
た
。

新
年
度(

本
年
４
月)

よ
り
実
施
さ
れ
、
文
書
類

の
会
員
あ
て
配
布
は
郵
便
や
宅
配
業
者
を
利

用
、
そ
の
年
間
経
費
は
従
来
の
班
長
手
当
総
額

と
ほ
ぼ
同
額
を
見
込
ん
で
い
る
。 

 

ｱ

事
務
局
か
ら
お
知
ら
せ 

 
 
 
 
 
 

■
新
入
会
員
の
ご
紹
介 

 

今
般
、
理
事
会
の
承
認
を
受
け
、
新
た
に
入

会
さ
れ
た
14
名
の
皆
さ
ん
で
す
。
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

（
平
成
30
年
12
月
１
日
～
31
年
２
月
28
日
） 

  

吉
田 

幾
代 
さ
ん 

（
南
） 

 

佐
々
木
行
夫 
さ
ん 

（
東
） 

 

島
田 

芳
男 

さ
ん 

 

（
上
川
俣
） 

山
下 

幸
子 

さ
ん 

 
（
南
） 

小
倉 

幸
子 

さ
ん 

 

（
上
岩
瀬
） 

 

森
田 

吉
信 

さ
ん 

（
上
川
俣
） 

 

田
村 

容
子 

さ
ん 

（
弥
勒
） 

 

唐
木 

立
美 

さ
ん 

（
東
） 

 

田
沼 

秀
男 

さ
ん 

 

（
上
岩
瀬
） 

 

津
久
井
光
三 

さ
ん 

 

（
今
泉
） 

 

上
田 

敏
夫 

さ
ん 

 

（
西
） 

 

福
田
と
よ
の 

さ
ん 

（
上
新
郷
） 

 

松
本
美
智
子 

さ
ん 

（
東
） 

 

薊 
 

妙
子 

さ
ん 

（
中
央
） 

    

セ
ン
タ
ー
職
員
人
事 

４
月
１
日
付 

業
務
係
長
（
主
査
） 

 
 

齋
藤 

哲
也 

【
採 

用
】 

４
月
１
日
付 

正
職
員 

 
 
 

 
 
 

 

鎌
田 

瑠
奈 

３
月
１
日
付 

臨
時
職
員
〈
派
遣
開
拓
員
〉
小
林 

聖
司 

【
退 

職
】 

３
月
31
日
付 

臨
時
職
員 

 
 

 
 
 

 

鈴
木  

陽
美 

 

同 
 

 
 
 

 
 
 

 

嶺
村 

 

弥
生 

 

お
世
話
に
な
り
ま
し
た 

セ
ン
タ
ー
職
員
と
し
て
、
就
業
日
報
集
計
や 

デ
ー
タ
入
力
、
電
話
・
窓
口
対
応
、
イ
ベ
ン
ト

開
催
の
準
備
・
実
行
な
ど
、
会
員
サ
ポ
ー
ト
の

一
翼
を
担
っ
て
活
躍
さ
れ
た
鈴
木
陽
美
さ
ん

と
嶺
村
弥
生
さ
ん
の
お
二
人
が
３
月
末
、
任
期

満
了
と
な
り
揃
っ
て
退
職
し
ま
し
た
。 

勤
務
最
終
日
の
３
月
29
日
午
後
、
お
二
人

は
「
皆
様
に
大
変
お
世
話
に
な
り
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
と
述
べ
、
職
員
ら
が
見
送

る
な
か
、
事
務
所
を
後
に
し
ま
し
た
。 

 

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す 

当
セ
ン
タ
ー
に
正
職
員
が
11
年
ぶ
り
に
誕

生
し
ま
し
た
。
新
入
社
員
は
こ
の
春
、
高
校
を

卒
業
し
た
鎌
田
瑠
奈
（
る
な
）
さ
ん
。 

鎌
田
さ
ん
は
平
成
生
ま
れ
、
明
る
く
世
話
好

き
な
性
格
の
持
ち
主
。
彼
女
の
入
社
に
よ
り
事

務
局
正
職
員
の
平
均
年
齢
は
４
歳
ほ
ど
若
返

り
、
年
齢
構
成
の
不
均
衡
も
是
正
さ
れ
ま
し
た
。 

【
鎌
田
さ
ん
ご
挨
拶
】 

こ
れ
か
ら
、
皆
様
に 

お
世
話
に
な
り
ま
す
。 

よ
ろ
し
く
ご
指
導
下 

 
さ
い
ま
す
よ
う
お
願 

い
致
し
ま
す
。 

GW
期
間
中
、
事
務
所
は
お
休
み
で
す 

５
月
１
日
に
天
皇
即
位
の
礼
が
行
わ
れ
、
改

元
と
な
る
今
年
の
Ｇ
Ｗ
は
、
４
月
27
日
（
土
）

～
５
月
６
日
（
月
）
の
連
続
10
日
間
。
こ
の
期

間
、
事
務
所
は
「
休
業｣

し
ま
す
。 

事
故
・
災
害
に
ご
注
意
を
！ 

該
期
間
中
の
就
業
者
は
事
故
や
災
害
に
遭

う
こ
と
の
な
い
よ
う
充
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

な
お
、
４
月
度
就
業
報
告
書
は
５
月
７
日
以

降
の
な
る
べ
く
早
い
時
期
に
提
出
を
お
願
い

し
ま
す
。 

 「年
会
費
」納
入
の
お
願
い 

平
成
31
年
度
年
会
費
３
６
０
０
円
の
お
支 

払
い
を
お
願
い
し
ま
す
。
会
費
は
約
95
％
を

「
団
体
障
害
保
険
金
」
に
、
残
額
は
通
信
費

に
充
て
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。 

な
お
、
お
支
払
い
は
、
後
日
、
郵
送
に
て 

お
届
け
予
定
の
「
振
り
込
み
用
紙
」（
送
料
・

手
数
料
無
料
）
で
、
お
近
く
の
コ
ン
ビ
ニ
よ

り
送
金
、
ま
た
は
事
務
所
来
所
に
て
お
願
い

し
ま
す
。
お
支
払
い
期
限
は
６
月
末
日
で
す 

 

配
分
金
の
支
払
い
予
定
日 

         

月 日（曜日） 

４ 19（金） 

５ 21（火） 

６ 21（金） 

７ 19（金） 

８ 21（水） 

平成 31年 4 月 20日        いきいきはにゅう シルバーだより   第 46 号            （２）      



 
接
遇
力
向
上
研
修
会
を
再
度
開
催 

受
講
会
員
総
数
は

210
名
超 

前
回
と
合
わ
せ 

２
月
23
日
（
土
）
、
ワ
ー
ク
ヒ
ル
ズ
羽
生
に

て
「
接
遇
力
向
上
研
修
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

既
に
11
月
30
日
（
金
）
に
も
開
催
し
、
今
回

が
２
回
目
。
前
回
、
就
業
等
の
た
め
欠
席
し
た

会
員
に
向
け
て
再
開
催
し
た
も
の
で
す
。 

出
席
会
員
は
講
師
・
ア
ッ
プ
グ
ロ
ー
ス
代
表

宮
澤
先
生
の
説
明
に
最
後
ま
で
熱
心
に
耳
を

傾
け
、
メ
モ
を
と
り
ま
し
た
。
受
講
会
員
数
は
、

前
回
と
合
わ
せ
210
名
を
超
え
ま
し
た
。 

 
              

 

  

好
評
の
研
修
会 

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果 

今
回
の
研
修
会
は
、
終
了
時
に
行
っ
た
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
（
事
務
局
ま
と
め
）
に
よ
る
と
、

回
答
者
の
75
％
が
「
内
容
を
よ
く
理
解
で
き 

た
」
「
（
将
来
に
）
役
立
つ
内
容
だ
っ
た
」
「
先 

生
の
説
明
が
と
て
も
分
か
り
や
す
か
っ
た
」 

 

な
ど
と
、
大
変
好
評
で
し
た
。 

 

植
木
班
リ
ー
ダ
ー
会
議 

新
年
度
に
備
え
て 

２
月
22
日
、
午
後
４
時
よ
り
事
務
所
会
議

室
に
お
い
て
「
植
木
剪
定
班
リ
ー
ダ
ー
会
議
」

が
開
か
れ
、
新
年
度
と
な
る
平
成
31
年
度
の

班
体
制
（
昇
級
認
定
）
や
就
業
計
画
の
見
通
し

な
ど
に
つ
い
て
約
１
時
間
半
か
け
て
協
議
、
事

務
局
か
ら
は
、
本
年
２
月
に
発
生
し
た
「
非
正

規
就
業
」
に
お
け
る
作
業
者
が
梯
子
か
ら
落
下

し
た
重
傷
事
故
の
報
告
や
作
業
安
全
徹
底
の

要
請
が
あ
り
ま
し
た
。 

会
議
に
は
、
植
木
剪
定
班
の
班
長
６
名
全
員

と
、
事
務
局
か
ら
は
小
野
主
幹
、
斎
藤
主
査
が

出
席
し
ま
し
た
。 

 

                  

 ひ
ま
わ
り
倶
楽
部
が
「
あ
ぷ
ろ
く
」
に
登
場 

 
 

い
き
い
き
埼
玉
発
行
の
季
刊
誌
「
あ
ぷ
ろ

く
・
春
号
」“
セ
ン
タ
ー
ト
ピ
ッ
ク
ス
”
に
ひ
ま

わ
り
倶
楽
部
の
活
動
ぶ
り
が
写
真
付
き
で
紹

介
さ
れ
ま
し
た
。
昨
年
末
の
同
誌
・
冬
号
で
は
、

就
業
先
で
奮
闘
す
る
２
名
の
派
遣
会
員
が
紹

介
さ
れ
（
既
報
）
、
当
セ
ン
タ
ー
会
員
は
同
誌

に
連
続
登
場
し
ま
し
た
。 

当
該
号
は
事
務
所
内
で
閲
覧
で
き
ま
す
。 

               

非
正
規
就
業
で
重
傷
事
故 

落
下･

転
倒
に
注
意 

 

慎
重
行
動
を 

 
２
月
中
旬
、
日
野
手
地
区
内
で
枝
お
ろ
し
作

業
を
し
て
い
た
Ａ
さ
ん
が
樹
木
の
幹
に
架
け

た
梯
子
か
ら
足
を
踏
み
外
し
、
道
路
上
に
転
落
。

救
急
隊
員
が
手
配
し
た
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
で
埼

玉
医
科
大
病
院
（
川
越
市
）
に
運
ば
れ
、
３
時

間
を
超
え
る
頸
髄
損
傷
緊
急
手
術
を
受
け
ま

し
た
。
現
在
、
加
須
市
内
の
病
院
で
リ
ハ
ビ
リ 

 

 

入
員
中
で
す
。 

事
故
発
生
の
直
後
、
救
急
隊
員
か
ら
一
報
を

受
け
た
事
務
局
職
員
が
現
場
に
急
行
し
、
確
認

し
た
と
こ
ろ
、
当
時
の
作
業
者
３
名
は
い
ず
れ

も
が
セ
ン
タ
ー
会
員
。 

前
記
作
業
を
「
私
的
」

に
請
け
負
っ
た
Ｂ
会
員

が
非
番
の
Ａ
、
Ｃ
両
会
員

に
呼
び
か
け
、
こ
の
日
、

客
先
の
敷
地
内
で
枝
下

し
作
業
を
行
っ
て
い
た

こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。 

セ
ン
タ
ー
が
介
在
せ

ず
に
会
員
が
独
自
に
行
う
作
業
は
セ
ン
タ
ー

の
「
非
正
規
就
業
」
で
す
。
セ
ン
タ
ー
は
、
こ

の
就
業
態
様
を
推
奨
し
て
お
ら
ず
、
セ
ン
タ
ー

の
目
的
に
反
す
る
行
為
や
規
則
違
反
は
会
員

資
格
を
失
う
こ
と
が
あ
る
と
し
て
い
ま
す
。 

更
に
、
こ
の
就
業
態
様
に
て
、
万
一
、
事
故

が
発
生
し
て
も
「
自
己
責
任
」
と
な
り
、
セ
ン

タ
ー
が
契
約
す
る
団
体
傷
害
保
険
は
適
用
と

な
り
ま
せ
ん
。
常
に
、
よ
り
慎
重
な
行
動
と
事

故
防
止
の
心
構
え
が
必
要
で
す
。 

 
 

 謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す 

 

関
口 

努
さ
ん 

在
会
中
の
３
月
13
日
、
す

い
臓
が
ん
の
た
め
死
去
、
65
才
。
関
口
さ
ん
は

平
成
25
年
セ
ン
タ
ー
入
会
。
主
に
民
間
盆
栽

園
で
水
遣
り
作
業
に
就
く
傍
ら
、
広
報
委
員
を

務
め
る
。
ま
た
平
成
27
年
の
第
４
回
シ
ル
バ

ー
祭
り
で
は
、
目
玉
イ
ベ
ン
ト
の
一
つ
「
ポ
ニ

ー
と
撮
影
」
を
担
当
、
ペ
ッ
ト
の
愛
馬
「
ま
ん

じ
ろ
う
号
」
を
三
田
ヶ
谷
の
自
宅
よ
り
会
場
前

庭
に
運
び
入
れ
、
お
子
さ
ん
や
親
御
さ
ん
ら
を

大
い
に
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。 

（３）            いきいきはにゅう シルバーだより   第 46 号       平成 31 年 4月 20日 

植木剪定班リーダー会議に出席した（左から） 

佐藤・川田・入江・飯田・近藤・若林の各班長 

新年度を前に決意もあらたに。植木剪定班 

リーダーの皆さん。（左から）佐藤・川田・ 

入江・飯田・近藤・若林の各班長 

会場が満席となる 90余名の会員が参加し２時 

間の講習を最後まで熱心に受講。前回に続き、 

今回も「接遇力ＵＰ研修会」は大好評でした。 

力向上研修会」でした。 



ま
わ
り
倶
楽
部
の
活
動
紹
介 

 
今
回
は
連
載
の
「
就
業
先
訪
問
」
を
お
休
み

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
「
ひ
ま
わ
り
倶
楽
部
」
の

最
近
の
活
動
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

認
知
症
予
防
講
演
会
に
て 

３
月
20
日 

講
演
会
に
先
立
つ
開
会
セ
レ
モ
ニ
ー
で
、
ひ

ま
わ
り
倶
楽
部
の
18
名
が
蓮
田
市
Ｓ
Ｃ
女
性

会
の
皆
さ
ん
と
壇
上
に
揃
い
、
セ
ン
タ
ー
事
業

な
ど
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。 

 

 

 

お
花
見
会 

３
月
28
日 

 

満
開
を
期
待
し
た
葛
西
用
水
堤
の
桜
花
は

二
分
咲
き
。
だ
が
、
傍
ら
に
「
団
子
」
あ
り
。

会
員
は
お
に
ぎ
り
や
豚
汁
、
ノ
ン
ア
ル
飲
料
な

ど
で
お
腹
を
満
た
し
、
大
満
足
。
よ
く
食
べ
、

お
し
ゃ
べ
り
と
、
口
は
全
開
。
会
は
盛
り
上
が

り
、
１
時
間
半
に
お
よ
ぶ
熱
気
は
開
花
を
大
い

に
促
進
さ
せ
た
と
か
。
＝
写
真
㊦ 

    

ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ 

開
催
の
お
知
ら
せ 

 

お
待
ち
か
ね
、
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
を
左
記
に
て

開
催
し
ま
す
。
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

  
 
 
 

 
 
 

記 
 

▽
開
催
日 

令
和
元
年
５
月
９
日 

▽
場 

所 

足
利
Ｃ
Ｃ 

多
幸
コ
ー
ス 

▽
参
加
費 

７
千
円
（
プ
レ
ー
費･

昼
食･

他
。

年
齢
割
引
あ
り
、
証
明
書
要
） 

▽
申
し
込
み 

４
月
26
日
ま
で 

事
務
局
あ
て 

※
人
員
が
確
定
次
第
、
参
加
会
員
に
詳
細
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。 

 

７
th
シ
ル
バ
ー
ま
つ
り 

出
展
作
品 

⑤ 
 

昨
年
２
月
の
第
７
回
目
シ
ル
バ
ー
祭
り
「
作

品
展
」
。
会
場
に
多
数
並
ん
だ
作
品
の
記
録
画

像
か
ら
、
広
報
委
が
独
断
で
選
ん
だ
作
品
を
ご

紹
介
し
ま
す
。 

 

■
藍 

染 

「
暖
簾
（
の
れ
ん
）
」 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

長
谷
川
安
子
会
員 

     

■
タ
ぺ
ス
ト
リ
ー
（
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
） 

柏
木
八
千
江
会
員 

           

  

 

編
集
後
記 

▼
3
月
上
旬
、
近
所
の
庭
先
で
桜
花
を
見
か
け
た
。

早
咲
き
？ 

否
、
サ
ク
ラ
ン
ボ
の
木
（
実
桜
）
で
あ
っ

た
。
観
賞
用
の
桜
も
サ
ク
ラ
ン
ボ
の
木
も
同
じ
バ
ラ

科
サ
ク
ラ
属
。
な
の
に
、
実
（
み
）
は
片
や
食
用
。

満
開
の
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
を
眺
め
、
少
々
複
雑
な
気
分
。

「
花
よ
り
団
子
」
派
は
風
情
な
し
か
？ 

▼
４
月
初
め
、
事
務
所
職
員
は
、
主
に
植
木
剪
定
予

約
の
電
話
や
来
客
で
忙
殺
も
、
嬉
し
い
悲
鳴
。
剪
定

会
員
や
先
輩
会
員
ら
の
た
ゆ
ま
ざ
る
努
力
が
お
客

様
を
リ
ピ
ー
タ
ー
化
、
信
用
の
証
。
こ
れ
か
ら
も
シ

ニ
ア
パ
ワ
ー
を
発
揮
、
感
謝
と
貢
献
の
精
神
で
。 

▼
新
元
号
が
「
令
和
」
と
発
表
さ
れ
た
。
私
た
ち
会

員
は
皆
、
昭
和
に
生
ま
れ
、
平
成
を
経
て
、
そ
し
て

今
、
新
た
な
時
代
を
迎
え
る
。
「
♪
ど
ん
な
に
時
代

が
移
ろ
う
と

/

ど
ん
な
に
世
界
が
変
わ
ろ
う

と･
･
･

」
「
♪
あ
あ
/
川
の
流
れ
の
よ
う
に
/
ゆ
る

や
か
に
/

い
く
つ
も
時
代
は
過
ぎ
て･･

･

」
、
遠
の

く
昭
和
も
ま
た
蘇
る
。
（
M
） 

平成 31年 4 月 20日           いきいきはにゅう シルバーだより    第 46 号          （４）            

本
紙
を
フ
ル
カ
ラ
ー
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
！ 

 

ネ
ッ
ト
接
続
し
た
パ
ソ
コ
ン
を
お
持
ち
の

会
員
は
当
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
「
活
動
情 

報
」
よ
り
「
シ
ル 

 

バ
ー
だ
よ
り
」
既 

 
 

 
 
 

 

刊
号(

本
号
含
む)

 
 

 

を
フ
ル
カ
ラ
ー
で 

ご
覧
頂
く
こ
と
が 

で
き
ま
す
。 

投
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す 

「
シ
ル
バ
ー
だ
よ
り
」
で
は
、
皆
様
か
ら
短

歌
や
俳
句
、
川
柳
、
随
筆
、
身
近
な
話
題
な
ど

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
事
務
局
あ
て
に
ど
し

ど
し
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
な
お
、
投
稿
時
期
や

内
容
に
よ
り
掲
載
号
の
ず
れ
込
み
、
不
掲
載

の
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

お揃いのシルボンヌスカーフを首に、センター事業 

などをＰＲ＝羽生市産業文化ホール、飯田理事撮影 

【
コ
メ
ン
ト
】
蝶
が
飛
び
交
う
様
子
を
イ
メ
ー

ジ
。「
染
め
」
の
前
後
は
一
苦
労
で
し
た
が
、
挑
戦

し
て
よ
か
っ
た
と
今
は
満
足
し
て
い
ま
す
。 

【
コ
メ
ン
ト
】
布
で
作
っ
た
「
壁
掛
け
」。
素
材
は

配
色
な
ど
を
考
え
て
浅
草
で
購
入
し
ま
す
。
手
縫

い
で
、
１
か
月
以
上
の
労
作
に
な
り
ま
し
た
。 

 

コ
バ
ル
ト
ブ
ル
ー
の
空
、
開
花
を
始
め
た
桜
の

下
で
。
全
員
集
合
！ 

＝
小
西
定
満
会
員
撮
影 


